
２
月
23
日
夜
、
猿
江
公
園
で
、

区
民
要
求
実
現
江
東
大
運
動
実

行
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
怒
り

の
江
東
区
民
集
会
」
。
19
団
体
２

５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
「
特
別
決
議
」
を
採
択

し
た
後
「
安
倍
９
条
改
憲
を
許
す

な
」
「
安
倍
暴
走
政
権
を
退
場
さ

せ
よ
う
」
な
ど
と
唱
和
し
な
が
ら
、

プ
ラ
カ
ー
ド
や
提
灯
を
掲
げ
、
亀

戸
文
泉
公
園
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

学
習
会
は
、
東
京
都
の
都
立
病

院
経
営
委
員
会
が
墨
東
病
院
を
含

む
８
か
所
の
経
営
形
態
を
「
一
般

地
方
独
立
行
政
法
人
」
へ
の
移
行

を
求
め
る
報
告
書
を
１
月
に
発
表

し
た
こ
と
を
受
け
て
開
か
れ
ま
し

た
。

都
庁
職
病
院
支
部
の
役
員
ら
は
、

「
墨
東
病
院
は
東
部
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
救
命
救
急
（
ER
）
や

母
子
・
精
神
科
救
急
、
難
病
や
が

ん
治
療
は
じ
め
最
新
医
療
が
受
け

ら
れ
る
重
要
な
病
院
」
「
地
方
独

立
行
政
法
人
化
で
経
営
優
先
に
な

り
、
都
民
の
命
よ
り
採
算
性
優
先

に
な
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し

た
。尾

林
弁
護
士
は
、
憲
法
25
条
の

生
存
権
と
医
療
法
１
条
の
「
医
療

を
受
け
る
者
の
利
益
の
保
護
」

「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
…
良

質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に

提
供
す
る
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な

ど
を
挙
げ
、
都
立
病
院
の
存
在
意

義
を
強
調
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
地
方
独
立
法
人
と

は
交
付
金
削
減
の
た
め
の
制
度
」

で
あ
り
、
「
議
会
に
は
か
ら
ず
に
、

採
算
が
と
り
に
く
い
仕
事
、
診
療

科
を
な
く
せ
る
仕
組
み
だ
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

既
に
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
た

健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ベ
ッ
ド
数
削
減
、
差
額
ベ
ッ
ド
増
、

入
院
時
預
か
り
金
徴
収
な
ど
が
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

「
無
言
館
」
館
主
で
作
家
の
窪

島
誠
一
郎
氏
が
「
東
京
大
空
襲
と

私
」
と
題
し
て
講
演
。
自
ら
の
生

い
立
ち
や
戦
中
、
戦
後
の
足
取
り

を
振
り
返
り
な
が
ら
「
虎
の
子
の

家
や
家
財
を
焼
き
払
わ
れ
、
戦
後

の
焼
け
跡
を
地
を
這
う
よ
う
に
生

き
た
両
親
の
苦
し
み
が
、
77
歳
に

な
っ
て
心
に
『
記
憶
』
の
シ
ミ
と

な
っ
て
残
っ
て
い
る
」
と
、
養
父

母
の
思
い
出
と
２
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。
続
け
て
、

「
長
野
県
上
田
市
で
戦
没
画
学
生

の
画
を
守
り
続
け
て
21
年
。
ぜ
ひ

来
て
下
さ
い
」
と
呼
び
か
け
も
。

早
乙
女
勝
元
館
長
は
「
国
内
唯

一
の
民
設
民
営
の
戦
災
資
料
セ
ン

タ
ー
の
入
館
者
が
18
万
５
千
5
百

人
を
超
え
た
も
の
の
、
最
近
は
減

少
傾
向
」
「
維
持
会
員
が
増
え
な

い
と
恒
久
的
な
維
持
は
困
難
」
と

し
て
、
一
層
の
協
力
を
呼
び
か
け
、

「
安
倍
改
憲
の
動
き
が
急
。
９
条

を
守
り
抜
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
今
は
亡
き
先
輩
た
ち
に
合
わ

せ
る
顔
が
な
い
。
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、
こ
の
他
に
ハ
ー

プ
演
奏
、
空
襲
被
害
者
の
体
験
報

告
、
証
言
映
像
上
映
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

「
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
」
が
開
館
16
周
年
記
念

江東区の職場・地域、議会などくらし・
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春
分
の
前
か
ら
20
度
を
こ

え
る
温
暖
化
で
、
緑
道
の

寒
桜
は
満
開
。
桜
並
木
の

蕾
も
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た

▼
こ
の
春
、
歴
史
に
刻
ま

れ
る
で
あ
ろ
う
国
内
外
の

重
大
な
事
件
が
続
出
し
ま
し
た
。

平
昌
五
輪
を
契
機
に
韓
国
と
北
朝

鮮
の
首
脳
会
談
が
４
月
末
に
開
催

さ
れ
る
の
に
続
い
て
、
５
月
ま
で

に
史
上
初
の
米
大
統
領
と
金
労
働

党
委
員
長
の
会
談
が
実
現
す
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
▼
「
現
体
制

が
保
証
さ
れ
れ
ば
核
を
持
つ
必
要

は
な
い
」
と
金
委
員
長
の
米
朝
首

脳
会
談
の
提
案
は
、
そ
れ
ま
で
の

両
首
脳
の
「
応
酬
」
か
ら
は
想
定

外
で
し
た
が
、
１
９
５
２
年
の
休

戦
協
定
に
よ
る
両
国
の
平
和
条
約

と
国
交
回
復
を
、
今
回
こ
そ
実
現

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
▼
国

政
で
は
、
「
森
友
文
書
」
の
改
ざ

ん
で
の
６
野
党
の
要
求
で
、
与
党

も
佐
川
前
理
財
局
長
の
国
会
招
致

に
応
じ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
の
真

相
究
明
の
対
決
点
は
、
佐
川
氏
の

国
会
答
弁
を
合
理
化
す
る
た
め
の

一
部
官
僚
に
よ
る
も
の
か
、
「
関

与
し
て
い
た
ら
首
相
も
議
員
も
辞

め
る
」
と
断
言
し
た
首
相
や
昭
恵

夫
人
の
関
与
を
隠
蔽
す
る
た
め
か
、

で
す
▼
「
書
き
換
え
を
指
示
さ
れ

た
」
と
い
う
自
殺
し
た
担
当
官
の

遺
書
、
日
本
会
議
と
の
関
係
や
政

治
家
と
と
も
に
昭
恵
夫
人
の
言
動

に
関
す
る
記
述
が
消
去
さ
れ
て
い

る
事
実
は
真
実
を
示
唆
し
て
い
ま

す
。
新
た
に
「
加
計
問
題
」
で
の

疑
惑
も
浮
上
、
民
主
主
義
を
根
幹

か
ら
破
壊
し
て
主
権
者
た
る
国
民

を
欺
く
政
権
の
延
命
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
江
東
区
で
は
市
民
連
合
が

「
安
倍
内
閣
の
総
辞
職
を
要
求
す

る
」
声
明
を
だ
し
、
革
新
懇
総
会

で
は
特
別
決
議
で
総
辞
職
と
真
相

究
明
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
区
長
提

出
の
平
成
30
年
度
予
算
案
（
１
９

３
０
億
円
）
に
対
し
、
22
億
２
千

７
百
万
円
（
１
・
15
％
）
増
額
す

る
修
正
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

主
な
特
徴
は
区
長
、
議
長
交
際

費
を
削
減
、
副
区
長
を
一
人
に
し
、

臨
海
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
へ
の

出
資
取
り
や
め
、
地
下
鉄
８
号
線

建
設
基
金
新
規
積
立
取
り
や
め
な

ど
不
要
不
急
の
出
費
を
見
直
す
と

と
も
に
、
安
倍
政
権
に
よ
る
社
会

保
障
削
減
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
高
齢
者
の
医
療
・

介
護
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
重
度

介
護
手
当
な
ど
を
実
施
。
障
害
児

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利

用
料
負
担
軽
減
、
子
ど
も
の
医
療

費
を
18
歳
ま
で
無
料
に
す
る
こ
と
。

衛
生
費
で
は
南
部
地
域
に
小
児

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
設
置
す
る
た
め

の
調
査
費
、
ぜ
ん
そ
く
患
者
医
療

費
助
成
、
精
神
障
害
２
級
、
３
級

者
へ
の
医
療
費
助
成
、
胃
カ
メ
ラ

に
よ
る
胃
が
ん
検
診
の
導
入
。

産
業
経
済
費
で
は
小
規
模
企
業

特
別
融
資
の
利
子
補
助
の
引
き
上

げ
や
景
気
対
策
融
資
の
実
施
、
小

売
店
の
改
修
助
成
を
生
鮮
３
品
取

扱
店
か
ら
す
べ
て
の
小
売
店
（
飲

食
店
を
含
む
）
に
拡
大
、
商
店
街

装
飾
灯
電
気
代
の
全
額
補
助
。

土
木
費
で
は
道
路
、
公
園
な
ど

管
理
整
備
す
る
技
能
職
員
の
増
員

や
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
改
修
助
成
、

管
理
組
合
支
援
の
他
、
城
東
地
域

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
す

る
た
め
の
調
査
費
。

教
育
費
で
は
入
学
準
備
金
の
引

き
上
げ
や
高
校
な
ど
入
学
金
の
助

成
、
学
校
給
食
の
牛
乳
代
補
助
な

ど
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団

暮
ら
し
守
る
予
算
修
正
案
提
出

「
都
立
墨
東
病
院
を
直
営
で
存
続
さ
せ
る
会
」
は
２
月
24
日
、
亀
戸

文
化
セ
ン
タ
ー
で
60
人
が
参
加
し
て
学
習
会
を
開
催
。
都
庁
職
病
院
支
部
、

同
墨
東
病
院
分
会
の
報
告
に
続
き
、
尾
林
芳
匡
弁
護
士
（
八
王
子
合
同
法

律
事
務
所
）
が
「
都
立
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
を
考
え
る
」
と
題

し
講
演
し
ま
し
た
。

73
年
前
の
米
軍
機
に
よ
る
無
差
別
爆
撃
で
10
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
３

月
10
日
を
前
に
し
た
４
日
、
つ
ど
い
実
行
委
員
会
「
東
京
大
空
襲
を
語
り

継
ぐ
つ
ど
い
」
を
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
で
開
催
し
、
３
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。



井
筒
氏
は
、
自
衛
隊
を
憲

法
に
書
き
込
も
う
と
い
う
動

き
の
中
で
、
感
情
論
だ
け
で

は
「
自
衛
隊
は
今
の
ま
ま
で

は
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
議

論
に
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
う
、

と
前
置
き
。
自

ら
が
元
陸
上
自

衛
隊
レ
ン
ジ
ャ
ー

隊
員
だ
っ
た
現

場
の
体
験
を
交

え
な
が
ら
、
①

２
０
１
５
年
の

「
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
米
軍

が
作
戦
を
立
案
・

指
示
・
命
令
し
、

自
衛
隊
は
つ
つ

が
な
く
作
戦
を

実
施
す
る
と
い

う
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
こ

と
、
②
隊
員
の
服
務
宣
誓
で

は
、「
専
守
防
衛
」
や
東
ア
ジ

ア
と
い
う
地
域
限
定
が
い
ず

れ
も
な
く
な
り
「
防
衛
出
動
、

災
害
出
動
、
国
際
協
力
」
が

新
た
な
任
務
と
な
っ
た
こ
と
、

③
憲
法
に
緊
急
事
態
条
項
を

書
き
込
め
ば
、
憲
法
も
、
国

会
も
、
法
律
も
首
相
の
権
限

で
「
停
止
」
で
き
、
戦
争
が

容
易
に
始
め
ら
れ
る
こ
と
の

危
険
性
を
挙
げ
ま
し
た
。

講
演
の
後
、
多
く
の
質
疑

の
中
で
井
筒
氏
は
、
意
見
や

考
え
の
違
う
人
た
ち
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
た
め
に
は
〝
安

倍
は
け
し
か
ら
ん
〟
と
頭
ご

な
し
に
決
め
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
た
と
え
ば
〝
安
倍
政

権
で
は
な
ぜ
だ
め
な
の
か
〟

と
い
う
よ
う
な
丁
寧
な
入
り

方
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

来
賓
の
東
部
法
律
事
務
所
・

大
江
京
子
弁
護
士
、
日
本
共

産
党
・
菅
谷
俊
一
区
議
か
ら

「
森
友
学
園
の
財
務
省
に
よ
る

文
書
改
ざ
ん
を
許
さ
ず
、
安

倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む

こ
と
で
憲
法
を
守
る
た
た
か

い
を
前
に
進
め
よ
う
」
と
連

帯
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
建
設
従
業
員
組
合
、

東
京
土
建
江
東
支
部
、
江
東

生
活
と
健
康
を
守
る
会
、
江

東
年
金
者
組
合
な
ど
が
決
意

表
明
。
小
池
晃
、
吉
良
よ
し

子
両
参
議
院
議
員
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
日
本
婦
人
の
会
の
木
村

登
美
江
さ
ん
よ
り
集
会
決
議

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場
一

致
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

江
東
東
・
西
税
務
署
そ
れ

ぞ
れ
へ
む
け
元
気
に
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響
か
せ
て
行

進
し
、
江
東
区
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

３
月
16
日
、
総
合
区
民
セ

ン
タ
ー
で
江
東
革
新
懇
年
次

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
東
京
革
新
懇

の
今
井
文
夫
氏
が
来
賓
挨
拶
、

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
。
田
辺
作
次

事
務
局
長
か
ら
１
年
間
の
活

動
報
告
と
今
日
の
情
勢
、
活

動
方
針
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
提
起
を
う
け
た
討
論

の
中
で
、「
大
島
の
会
」「
市

民
連
合
」「
き
か
ん
し
労
組
」

「
区
議
会
報
告
」「
南
砂
団
地

９
条
の
会
」「
新
婦
人
」「
仙

台
堀
川
公
園
改
修
問
題
」
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
活
動
の
交
流

が
活
発
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
安
倍
内
閣
の
総

辞
職
と
『
森
友
問
題
』
の
真

相
究
明
を
要
求
す
る
」
特
別

決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

江東区はイタリアのヴェネチアのよ

うな「水の都」、たくさんの川と橋が

あります。独特の風土をつくる豊かな

水は、すべて先人たちが苦労して掘っ

た掘割によるもので、貴重な文化遺産

です。

江東区を東西に流れる竪川、小名木

川、仙台掘川、油堀川、大島川、南北

には隅田川と荒川にはさまれた大横川

と横十間川です。このうち、堅川と油

堀川の上に高速道７号線と９号線が通

り、埋立で川の姿を失いました。大島

川は大横川と併合し、水門に名が残っ

ています。そのかわり、南部に豊洲、

汐見、東雲、辰巳、あけぼの、砂町運

河などがつくられています。これらの

運河には独特の信号があり、物流の重

要な役割を果たしています。

江戸時代の木橋は、明治から鉄橋に

改造されていきます。永代橋は1897(明

治30)年にトラス型の橋につくられまし

たが、関東大震災で被害を受け、1926

(大正15)年に現在の橋につくりかえら

れました。長さ182ｍ、幅22ｍの重量感

のある橋です。

新大橋は、1911(明治44)年につくら

れた最古のものですが、1975(昭和50)

年に改造され、旧鉄橋の一部は明治村

に移されました。

清州橋は1928(昭和３)年、ドイツの

ライン川にかかるケルンの吊橋をモデ

ルにした186ｍの優美な橋です。

江東区の鉄橋で国の重要文化財に指

定されているのは、富岡八幡の北にあ

る八幡橋です。都内最古の鉄橋で、187
は ち ま ん

8(明治11)年、東京府が赤羽鉄工所につ

くらせ、中央区楓川にかかる弾正橋だっ
かえで だんじょう

たのが、大震災後に廃橋となったので、

1929(昭和4)年に現在地に移され八幡橋

と改称されました。長さ15ｍの小さな

橋ですが、橋の歴史上重要なものです。

その他多くの橋にそれぞれ歴史が刻

まれています。（旅所橋、番所橋など）

木場の茂森橋や鶴歩橋などは、すでに
か く ほ

失われた町の名を伝えています。
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３
月
３
日
、
「
市
民
と
政
治
を
つ
な
ぐ
江
東
市
民
連

合
」
主
催
に
よ
る
学
習
討
論
集
会
「
９
条
改
憲
で
日
本

は
ど
う
な
る
？

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
」
が
東
陽
区
民
館
で
開
か

れ
、
１
４
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

江
東
市
民
連
合
共
同
代
表
・
宇
都
宮
健
児
氏
の
挨
拶

の
後
、
元
自
衛
官
の
井
筒
高
雄
氏
が
「
元
自
衛
官
と
考

え
る
９
条
改
憲
と
自
衛
隊
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

３
月
13
日
、
江
東
税
制
民
主
化
協
議
会
は
、
総
合
区

民
セ
ン
タ
ー
で
「
重
税
反
対
江
東
区
民
集
会
」
を
開
催
。

集
会
に
は
１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○
４
月
８
日
（
日
）
10
時
～

◆
東
京
土
建
江
東
支
部
第
63
回
定
期
大
会

（
東
京
土
建
江
東
支
部
会
館
）

○
４
月
14
日
（
土
）
18
時
30
分
～

◆
青
年
の
つ
ど
い

（
産
業
会
館
）

吉
良
よ
し
子
参
院
議
員
を
迎
え
て

○
４
月
15
日
（
日
）
９
時
30
分
～

◆
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０
０
０
万
団
地
署
名

東
京
土
建
江
東
支
部
会
館

集
合

○
４
月
15
日
（
日
）
18
時
30
分
～

◆
江
東
区
共
産
党
後
援
会
総
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

石
井
柏
亭
「
河
岸
の
家
」

来
賓
挨
拶
す
る
菅
谷
区
議

３月17日、「江東区上空の飛行計画撤

回を求める会」がパレードを実施。出発

前の集会で山添拓参院議員、あぜ上三和

子都議、赤羽目たみお区議から連帯の挨

拶を受け、初鹿明博衆院議員、宇都宮健

児弁護士からの連帯メッセージが紹介さ

れました。江戸川区、港区、品川区、さ

いたま市の「会」からも参加し、首都圏

での取り組みの様子が報告されました。

パレードは、猿江公園から東大島まで

新大橋通り2.5Kmを「羽田増便問題」を

アピールし、チラシを配りながら行進。

沿道の商店街では店の前に出てきて激励

する姿も見受けられました。約100人が

参加しました。

行
進
す
る
前
列
は
山
添
参
院
議
員
、

赤
羽
目
区
議
ら

報告する田辺作次事務局長


